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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第115期
第３四半期
連結累計期間

第116期
第３四半期
連結累計期間

第115期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (百万円) 15,544 15,428 20,357

経常利益 (百万円) 1,244 875 1,554

四半期(当期)純利益 (百万円) 626 670 852

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 751 1,108 1,184

純資産額 (百万円) 15,872 17,211 16,305

総資産額 (百万円) 21,740 22,779 21,926

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 27.94 29.93 38.03

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 73.0 75.6 74.4
 

　

回次
第115期
第３四半期
連結会計期間

第116期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

１株当たり四半期
純利益金額

(円) 10.95 14.14
 

(注) 1.　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

2.　売上高には、消費税等は含まれておりません。

3.　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループにおいて営まれている事業の内容に重要な変更はあ

りません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

（１）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による財政・金融政策・成長戦略等により、

円安・株高が継続し、一部の輸出企業・建設資材関連企業を中心に企業業績の改善がみられました。一

方で、当社も含めた内需型の製造業は、円安による輸入諸資材価格上昇分をコストに転嫁するのは難し

く製造業が直面する事業環境は大変厳しい状況が続きました。

当社グループは、このような情勢下においても積極的な受注活動を展開するとともに、技術・品質向

上のほか新製品の開発にも取り組んでまいりましたが、当第３四半期連結累計期間の売上高は154億28

百万円と前年同四半期に比べ１億15百万円の減収となり、営業利益は７億27百万円と前年同四半期に比

べ４億27百万円減少し、経常利益は８億75百万円と前年同四半期に比べ３億68百万円の減少となりまし

た。

四半期純利益につきましては、固定資産売却益90百万円及び投資有価証券売却益67百万円を計上した

ため、６億70百万円と前年同四半期に比べ44百万円の増加となりました。

　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

（耐火物等）

耐火物等事業につきましては、当第３四半期連結累計期間の売上高は127億２百万円となり、前年同

四半期に比べ２億20百万円の減収、セグメント利益は12億83百万円となり、前年同四半期に比べ５億22

百万円の減少となりました。

（エンジニアリング）

エンジニアリング事業につきましては、当第３四半期連結累計期間の売上高は27億25百万円となり、

前年同四半期に比べ１億４百万円の増収、セグメント利益は３億72百万円となり、前年同四半期に比べ

13百万円の増加となりました。
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（２）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間の資産合計は、227億79百万円であり、前連結会計年度に比べ８億52百万

円増加しました。これは主として、製品の減少１億80百万円等があるものの、投資有価証券の増加４億

45百万円、受取手形及び売掛金の増加１億82百万円、原材料及び貯蔵品の増加１億36百万円等によるも

のであります。

　当第３四半期連結会計期間の負債合計は、55億68百万円であり、前連結会計年度に比べ53百万円減少

しました。これは主として、繰延税金負債の増加１億75百万円、支払手形及び買掛金の増加１億55百万

円等があるものの、未払法人税等の減少２億87百万円、未払費用の減少２億33百万円等によるものであ

ります。

　当第３四半期連結会計期間の純資産合計は、172億11百万円であり、前連結会計年度に比べ９億６百

万円増加しました。これは主として、利益剰余金の増加４億69百万円、その他有価証券評価差額金の増

加２億98百万円等によるものであります。　

　この結果、当第３四半期連結会計期間の自己資本比率は75.6％となり、財政状態は概ね良好であると

判断しております。

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

（４）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における研究開発費の総額は１億12百万円であります。

　
（５）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

今後の経済の見通しにつきましては、政府による経済対策の効果で、国内景気は回復基調にあります

が、中国・韓国との政治的対立、TPP交渉妥結、消費税率の引上げによる景気減速、貿易収支赤字、原

発再稼働など、国内製造業に関わる問題は山積し、世界経済は欧州経済の底打ち観測や米国経済の好調

が伝えられる一方、新興国の成長鈍化など世界経済を巡る不確実性は引き続き我が国の景気の下振れリ

スクと考えられます。

このような状況から、耐火物業界は、今後さらに国際競争に打ち勝つべく、事業の改善を図っていく

必要に迫られています。

当社グループといたしましては、財務体質の強化を図るとともに、製造・販売・開発の連携を強化

し、将来を見据えた生産体制の改革を進めながら、多様化するニーズや国際的な潮流に対応しつつ、業

績の向上に努めてまいります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 70,000,000

計 70,000,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年２月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 25,587,421 25,587,421
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数1,000株

計 25,587,421 25,587,421 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
　

(百万円)

資本金残高
　

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年10月１日～
平成25年12月31日

─ 25,587 ─ 2,654 ─ 1,710
 

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成25年９月30日)に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

平成25年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

3,174,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

22,288,000
22,288 ―

単元未満株式
 

普通株式 125,421
 

― ―

発行済株式総数 25,587,421 ― ―

総株主の議決権 ― 22,288 ―
 

(注) 1.　「完全議決権株式(自己株式等)」欄は、全て当社所有の自己株式であります。

2.　「完全議決権株式(その他)」欄には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株(議決権の数３個)含まれてお

ります。

3.　「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式629株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成25年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ヨータイ

大阪府貝塚市二色中町
８番１

3,174,000 ― 3,174,000 12.40

計 ― 3,174,000 ― 3,174,000 12.40
 

　

２ 【役員の状況】

　　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年10月１

日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けており

ます。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,113,901 2,132,768

受取手形及び売掛金
※1 8,767,314 ※1 8,949,616

製品 2,138,413 1,958,108

仕掛品 309,448 323,365

原材料及び貯蔵品 1,667,839 1,803,878

その他 290,300 484,074

貸倒引当金 △1,800 △1,800

流動資産合計 15,285,417 15,650,012

固定資産

有形固定資産 4,358,055 4,410,618

無形固定資産 58,541 63,363

投資その他の資産

投資有価証券 2,092,433 2,537,921

その他 192,251 145,570

貸倒引当金 △59,795 △28,180

投資その他の資産合計 2,224,888 2,655,311

固定資産合計 6,641,486 7,129,293

資産合計 21,926,904 22,779,305
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,389,905 2,545,715

未払法人税等 287,009 －

賞与引当金 － 113,520

役員賞与引当金 22,400 16,740

その他 1,452,025 1,223,494

流動負債合計 4,151,340 3,899,469

固定負債

退職給付引当金 1,060,020 1,105,418

その他 410,429 563,299

固定負債合計 1,470,449 1,668,718

負債合計 5,621,790 5,568,188

純資産の部

株主資本

資本金 2,654,519 2,654,519

資本剰余金 1,750,465 1,750,465

利益剰余金 11,768,177 12,237,339

自己株式 △558,740 △559,389

株主資本合計 15,614,422 16,082,935

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 627,031 925,815

繰延ヘッジ損益 － 10,498

為替換算調整勘定 63,660 191,868

その他の包括利益累計額合計 690,691 1,128,182

純資産合計 16,305,113 17,211,117

負債純資産合計 21,926,904 22,779,305
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高 15,544,261 15,428,371

売上原価 12,819,079 13,122,928

売上総利益 2,725,182 2,305,443

販売費及び一般管理費 1,570,806 1,578,088

営業利益 1,154,376 727,355

営業外収益

受取利息 5,375 9,101

受取配当金 39,875 46,551

為替差益 － 51,018

不動産賃貸料 19,871 19,418

その他 33,082 26,645

営業外収益合計 98,205 152,735

営業外費用

支払利息 6,096 1,757

その他 2,062 2,858

営業外費用合計 8,159 4,616

経常利益 1,244,421 875,474

特別利益

固定資産売却益 1,832 90,780

投資有価証券売却益 － 67,393

特別利益合計 1,832 158,174

特別損失

固定資産除却損 12,772 542

投資有価証券評価損 133,978 －

特別損失合計 146,750 542

税金等調整前四半期純利益 1,099,504 1,033,107

法人税、住民税及び事業税 404,000 222,000

法人税等調整額 69,279 140,226

法人税等合計 473,279 362,226

少数株主損益調整前四半期純利益 626,225 670,880

少数株主利益 － －

四半期純利益 626,225 670,880
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 626,225 670,880

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 119,395 298,784

繰延ヘッジ損益 － 10,498

為替換算調整勘定 6,303 128,207

その他の包括利益合計 125,698 437,490

四半期包括利益 751,923 1,108,371

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 751,923 1,108,371

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとて処理して

おります。　

　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

 
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

受取手形 71,060千円 64,645千円
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりで

あります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

減価償却費 462,659千円 453,734千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

1. 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成24年５月14日
取締役会

普通株式 利益剰余金 112,079 5.0 平成24年３月31日 平成24年６月28日

平成24年11月８日
取締役会

普通株式 利益剰余金 112,073 5.0 平成24年９月30日 平成24年12月７日
 

　

2. 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会

計期間の末日後となるもの

　

　　 該当事項はありません。

　

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

1. 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成25年５月14日
取締役会

普通株式 利益剰余金 112,068 5.0 平成25年３月31日 平成25年６月27日

平成25年11月８日
取締役会

普通株式 利益剰余金 89,651 4.0 平成25年９月30日 平成25年12月６日
 

　

2. 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会

計期間の末日後となるもの

　

　　 該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 (単位：千円)

 
報告セグメント

耐火物等 エンジニアリング 合計

売上高    

  外部顧客への売上高 12,922,955 2,621,306 15,544,261

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ―

計 12,922,955 2,621,306 15,544,261

セグメント利益 1,806,011 358,977 2,164,989
 

　
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額

及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 2,164,989

セグメント間取引消去 ―

全社費用(注) △1,010,612

四半期連結損益計算書の営業利益 1,154,376
 

　(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 (単位：千円)

 
報告セグメント

耐火物等 エンジニアリング 合計

売上高    

  外部顧客への売上高 12,702,612 2,725,759 15,428,371

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ―

計 12,702,612 2,725,759 15,428,371

セグメント利益 1,283,948 372,119 1,656,067
 

　
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額

及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,656,067

セグメント間取引消去 ―

全社費用(注) △928,712

四半期連結損益計算書の営業利益 727,355
 

　(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 27円94銭 29円93銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 626,225 670,880

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 626,225 670,880

普通株式の期中平均株式数(株) 22,415,282 22,412,743
 

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　　（重要な後発事象）

自己株式の取得　

当社は、平成26年１月14日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適

用される同法第156条の規定に基づき、自己株式を取得すること及びその具体的な取得方法について決議

し、自己株式の取得を以下のとおり実施いたしました。

　
１.自己株式の取得を行う理由　

経営環境の変化に対応した機動的な資本政策の遂行を可能とするため

２.取得した株式の種類　　当社普通株式

３.取得した株式の総数　　418,000株

４.取得価格　　　　　　　307円

５.取得価額の総額　　　　128,326,000円

６.取得日　　　　　　　　平成26年１月15日

７.取得方法

東京証券取引所の自己株式立会外買付取引（ＴoＳＴＮeＴ－３）による買付け　　　　　　

　
２ 【その他】

　平成25年11月８日開催の取締役会において、平成25年９月30日を基準日とする剰余金の配当につい

て、次のとおり決議いたしました。

１. 配当金の総額　　　　　　　　　　　 89,651千円

２. １株当たりの金額　　　　　　　　　　　 4.00円

３. 配当の効力発生日　　　　　　 平成25年12月６日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　松　田　茂　　　　印

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　藤　川　賢　　　　印

独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

　

平成26年２月４日

株式会社ヨータイ

取締役会　御中

　

 有限責任監査法人　トーマツ
 

　

 

　

 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株
式会社ヨータイの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間
(平成25年10月１日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25
年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヨータイ及び連結子会社の平成25
年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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